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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年12月5日(2019.12.5)

【公表番号】特表2018-532863(P2018-532863A)
【公表日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-043
【出願番号】特願2018-522665(P2018-522665)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/10     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/01     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月24日(2019.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、および
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量
を備える、プロピレンベースのポリマー樹脂であって、
前記プロピレンベースのポリマー樹脂が、チーグラーナッタ触媒を使用して生成されてい
る、プロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２】
　前記樹脂が、０．１ｒａｄ／ｓ（１８０℃）の角振動周波数において、１０．０未満の
ｔａｎデルタを有する、請求項１に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項３】
　前記揮発性有機化合物含有量が１２０ｐｐｍ以下である、請求項１または請求項２に記
載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項４】
　前記揮発性有機化合物含有量が１１５ｐｐｍ以下である、請求項１から３のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項５】
　前記半揮発性有機化合物含有量が２００ｐｐｍ以下である、請求項１から４のいずれか
一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項６】
　前記半揮発性有機化合物含有量が１７５ｐｐｍ以下である、請求項１から５のいずれか
一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項７】
　前記Ｃ３６オリゴマー含有量が２３５ｐｐｍ以下である、請求項１から６のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項８】
　前記Ｃ３６オリゴマー含有量が２２０ｐｐｍ以下である、請求項１から７のいずれか一
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項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項９】
　前記樹脂が、３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレートを備える、請求項１から８の
いずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１０】
　前記樹脂が、７５ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、請求項１から
９のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１１】
　前記樹脂が、１００ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、請求項１か
ら１０のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１２】
　前記樹脂が、１１５ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、請求項１か
ら１１のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１３】
　前記樹脂が、５０％超の結晶化度を備える、請求項１から１２のいずれか一項に記載の
プロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１４】
　前記樹脂が、６０％超の結晶化度を備える、請求項１から１３のいずれか一項に記載の
プロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１５】
　前記樹脂が、６５％超の結晶化度を備える、請求項１から１４のいずれか一項に記載の
プロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１６】
　前記樹脂が、９２％超のメソペンタッド含有量を備える、請求項１から１５のいずれか
一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１７】
　前記樹脂が、９５％超のメソペンタッド含有量を備える、請求項１から１６のいずれか
一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１８】
　前記樹脂が、９７％超のメソペンタッド含有量を備える、請求項１から１７のいずれか
一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項１９】
　前記樹脂が、ホモポリマーポリプロピレンを含む、請求項１から１８のいずれか一項に
記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２０】
　前記樹脂が、プロピレン－エチレンコポリマーを含む、請求項１から１８のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２１】
　前記樹脂が、プロピレン－アルファオレフィンコポリマーを含む、請求項１から１８の
いずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２２】
　前記アルファオレフィンが、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－ヘプテン
、１－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン、１－ドデセン、およびこれ
らの任意の組合せからなる群から選択される少なくとも１つのモノマーを含む、請求項２
１に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２３】
　前記樹脂が、インリアクター樹脂である、請求項１から２２のいずれか一項に記載のプ
ロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２４】
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
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　請求項１から２３のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂を含むマト
リックス相
を含む、インパクトコポリマーポリプロピレン組成物。
【請求項２５】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂または請求
項２４に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。
【請求項２６】
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量、
　３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレート、
　５０％超の結晶化度、および
　９２％超のメソペンタッド含有量
を備える、プロピレンベースのポリマー樹脂であって、
前記プロピレンベースのポリマー樹脂が、チーグラーナッタ触媒を使用して生成されてい
る、プロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２７】
　インリアクター樹脂である、請求項２６に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
【請求項２８】
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
　請求項２６または請求項２７に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂を含むマトリッ
クス相
を含む、インパクトコポリマープロピレン組成物。
【請求項２９】
　請求項２６もしくは請求項２７に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂、または請求
項２８に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。
【請求項３０】
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量、
　３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレート、
　５０％超の結晶化度、および
　９２％超のメソペンタッド含有量
を備える、ホモポリマーポリプロピレン樹脂であって、
前記プロピレンベースのポリマー樹脂が、チーグラーナッタ触媒を使用して生成されてい
る、ホモポリマーポリプロピレン樹脂。
【請求項３１】
　前記樹脂が、インリアクター樹脂である、請求項３０に記載のホモポリマーポリプロピ
レン樹脂。
【請求項３２】
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
　請求項３０または請求項３１に記載のホモポリマーポリプロピレン樹脂を含むマトリッ
クス相
を含む、インパクトコポリマーポリプロピレン組成物。
【請求項３３】
　請求項３０もしくは請求項３１に記載のホモポリマーポリプロピレン樹脂、または請求
項３２に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。
【請求項３４】
　前記チーグラーナッタ触媒が、非メタロセンチーグラーナッタ触媒である、請求項１か
ら２３のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本明細書に記載されている本発明の様々な特性および特徴は、以下の添付の図を参照し
てより良く理解することができる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、および
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量
を備える、プロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２）
　前記樹脂が、０．１ｒａｄ／ｓ（１８０℃）の角振動周波数において、１０．０未満の
ｔａｎデルタを有する、項目１に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目３）
　前記揮発性有機化合物含有量が１２０ｐｐｍ以下である、項目１または項目２に記載の
プロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目４）
　前記揮発性有機化合物含有量が１１５ｐｐｍ以下である、項目１から３のいずれか一項
に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目５）
　前記半揮発性有機化合物含有量が２００ｐｐｍ以下である、項目１から４のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目６）
　前記半揮発性有機化合物含有量が１７５ｐｐｍ以下である、項目１から５のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目７）
　前記Ｃ３６オリゴマー含有量が２３５ｐｐｍ以下である、項目１から６のいずれか一項
に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目８）
　前記Ｃ３６オリゴマー含有量が２２０ｐｐｍ以下である、項目１から７のいずれか一項
に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目９）
　前記樹脂が、３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレートを備える、項目１から８のい
ずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１０）
　前記樹脂が、７５ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、項目１から９
のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１１）
　前記樹脂が、１００ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、項目１から
１０のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１２）
　前記樹脂が、１１５ｇ／１０ｍｉｎ超であるメルトフローレートを備える、項目１から
１１のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１３）
　前記樹脂が、５０％超の結晶化度を備える、項目１から１２のいずれか一項に記載のプ
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ロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１４）
　前記樹脂が、６０％超の結晶化度を備える、項目１から１３のいずれか一項に記載のプ
ロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１５）
　前記樹脂が、６５％超の結晶化度を備える、項目１から１４のいずれか一項に記載のプ
ロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１６）
　前記樹脂が、９２％超のメソペンタッド含有量を備える、項目１から１５のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１７）
　前記樹脂が、９５％超のメソペンタッド含有量を備える、項目１から１６のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１８）
　前記樹脂が、９７％超のメソペンタッド含有量を備える、項目１から１７のいずれか一
項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目１９）
　前記樹脂が、ホモポリマーポリプロピレンを含む、項目１から１８のいずれか一項に記
載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２０）
　前記樹脂が、プロピレン－エチレンコポリマーを含む、項目１から１８のいずれか一項
に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２１）
　前記樹脂が、プロピレン－アルファオレフィンコポリマーを含む、項目１から１８のい
ずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２２）
　前記アルファオレフィンが、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－ヘプテン
、１－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン、１－ドデセン、およびこれ
らの任意の組合せからなる群から選択される少なくとも１つのモノマーを含む、項目２１
に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２３）
　前記樹脂が、インリアクター樹脂である、項目１から２２のいずれか一項に記載のプロ
ピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２４）
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
　項目１から２３のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂を含むマトリ
ックス相
を含む、インパクトコポリマーポリプロピレン組成物。
（項目２５）
　項目１から２３のいずれか一項に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂または項目２
４に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。
（項目２６）
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量、
　３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレート、
　５０％超の結晶化度、および
　９２％超のメソペンタッド含有量
を備える、プロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２７）
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　インリアクター樹脂である、項目２６に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂。
（項目２８）
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
　項目２６または項目２７に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂を含むマトリックス
相
を含む、インパクトコポリマープロピレン組成物。
（項目２９）
　項目２６もしくは項目２７に記載のプロピレンベースのポリマー樹脂、または項目２８
に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。
（項目３０）
　１２５ｐｐｍ以下の揮発性有機化合物含有量、
　５００ｐｐｍ以下の半揮発性有機化合物含有量、
　２５０ｐｐｍ以下のＣ３６オリゴマー含有量、
　３０ｇ／１０ｍｉｎ超のメルトフローレート、
　５０％超の結晶化度、および
　９２％超のメソペンタッド含有量
を備える、ホモポリマーポリプロピレン樹脂。
（項目３１）
　前記樹脂が、インリアクター樹脂である、項目３０に記載のホモポリマーポリプロピレ
ン樹脂。
（項目３２）
　プロピレン－エチレンコポリマーを含むゴム相、および
　項目３０または項目３１に記載のホモポリマーポリプロピレン樹脂を含むマトリックス
相
を含む、インパクトコポリマーポリプロピレン組成物。
（項目３３）
　項目３０もしくは項目３１に記載のホモポリマーポリプロピレン樹脂、または項目３２
に記載のインパクトコポリマーポリプロピレン組成物を含む、成形品。


	header
	written-amendment

